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2-30-1 太政官布達公園 日本で最も古い公園の一つ 芝公園 

 

 公園がまだなかった江戸時代、江戸は庭園都市と呼ばれるほどに多くの庭園があった。

しかしこれらは大名や旗本などの屋敷がほとんどで、江戸庶民にとって身近に楽しむこと

ができた緑にふれあえるレクリエーションの場としては、寺社境内や徳川吉宗が設けた数

少ない花見の名所などであった。 

 明治に時代が移り、新政府が打ち出した日本初の公園制度、明治 6年（1873）の太政官

布達第 16号により、公園が誕生した。その後、明治 20年（1887）までに、江戸時代から

の花見の名所や社寺境内など全国 81箇所の公園が指定された。 

 上野の寛永寺と共に江戸の名所だった増上寺を中心とした芝公園は、上野、浅草、深川、

飛鳥山と共に、明治 6年（1873）に東京で最初の公園として指定された。徳川将軍家の菩

提寺増上寺の境内を取り込んだ形で公園化を図り、広大な敷地は 1～25号地に区画されて

いた。現在も公園では号地のままで親しまれている。当初は増上寺の境内を含む広い公園

であったが、戦後に新憲法が施行され、政教分離によって増上寺等の境内の部分が除かれ、

現在の環状の公園になった。 

 

東京都芝公園・説明板より 


